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失敗を恐れず 何事にも前向きに挑戦する力

大きな夢や希望をもち独り立ちしようとする力

立志のすすめ
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本村 つづくさんより
立志を迎える皆さんヘ

メッセージを頂きましたq

未来の夢の実現のため↓こ ヽ
より良い学校生活を送るために

将来よき社会人となるために

自己を振 り返り、大人への第一歩を
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公益社団法人 宮崎県青少年育成県民会議
令和7年 11月発行
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宋来‐,の移;に向かつて

「 立の力」
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本年度は、各関係団体等に参加の御案内をし、250名を超える参加者にご覧いただく中で「青少年の主張宮崎県大会」
を開催しました。ここに掲載した、少年の部 (中学生)の最優秀賞受賞の作文は情報社会である現在において、インター
ネットや SNSとの向き合い方について述べられています。
皆さんも、立志を迎えるにあたり、インターネットや SNSと の向き合い方について考える機会にしてみてはいかが
でしょうか。

情報社会と
付き合っていくために
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合田 采
常に手元に大量の情報がある今。私達中学生でも、簡単に情報を手に入れることができます。私は、そんな今だから

こそ、社会に出る一歩手前のうちから、「情報との正しい向き合い方」を身に付けておくべきだと考えます。

なぜなら、インターネットやSNSの情報は、あらゆる問題を引き起こしているからです。
例えば、石川県能登半島地震の際には、SNS上で「デマ」が流れていました。そのデマの中に、虚偽の救助要請を
したとして、実際に逮捕されたという事例があります。しかしこの裏には、流された情報を見て、それを拡散した人が

いるという事実が隠れています。拡散したのは、助けたいという思いからでしょうか。それとも興味本位でしょうか。

私は、そのどちらだつたとしても、情報をすぐに信じて、流されてはいけなかつたと思います。たくさんの情報があっ

て便利な中でも、「ちょつと立ち止まつて考えてみる」ことが大切なのではないでしょうか。

私の伯父と伯母は、綾町で飲食店を営んでいて、私も手伝うことがあります。もしも、そのお店のデマが流されてしまつ

たら、私はそれを許すことはできません。一生懸命に頑張つていると知つているからこそ、誰かの放つた何気ない一言

で彼らの努力が崩れてしまうのは、理不尽です。

インターネット上には、「詐欺広告」というものが存在します。ある日、祖父から―本の電話がかかってきました。

インターネットを見ていると突然「容量がいつぱいでクリーンアップをする必要がある」と表示されたと言うのです。

それを聞いた母が、いち早く詐欺広告の可能性を伝えたため、無事に解決することができました。もしかしたらあの時、

大切な個人情報が盗まれてしまつていたかもしれません。私はそう考え、祖父が立ち止まつて相談してくれて良かった

と心から思いました。そして、その出来事以来、今見ているのは本当に信用できる情報であるのかをより深く考え、見

極めるようになりました。

中には「インターネットとの向き合い方は早いうちから学ばなくても、大人になれば自然と分かるようになる」と考

える人もいるでしょう。しかし、明日の私達は、今日の私達が積み重ねたものでできていきます。―つずつ、繋がつて

いきます。幼い頃から身に付けてきた「話す力」や「書く力」と同じように、「情報を見極める力」も今からの積み重

ねでできていくものだと、私は思つています。どんな事でも、大人になつて急にできるようにはなりません。今だから

こそできることが、きつとあります。

これまでの意見と根拠を踏まえ、私は社会に提案したいことがあります。それは、学校の授業の―環として、情報に

ついて学ぶ機会をもっと充実させるべきだということです。これから先、月日が流れるにつれて、情報の量は増え、さ

らに情報社会として発展していくでしょう。そんな中で、子供達がインターネットやSNSの情報を取捨選択すること
ができるように、情報について学ぶ機会が必要なのではないでしょうか。インターネットの良い点、問題点や、使い方

ひとつでトラブルに発展してしまうことなどを学ぶことで、生徒―人ひとりの、情報との向き合い方も変わつてくるの

だと思tヽます。

インターネットやSNSは、便利です。しかし、そこにある情報が原因で起こりうる問題があるのも事実です。
情報社会と付き合っていくために。あなたには何ができるでしょうか。
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木村 つづ くさん
<プロフィール>
1971年 11月 9日生まれ
○宮崎県延岡市出身

○岡富中学校卒業

○延岡で高校まで過ごし、東京に進学

○卒業後、宮崎の広告代理店に勤務

030歳で会社を辞め、バックパッカーになる
約 2年半で 30ヶ 国を旅する
○帰国後、ご縁あつてラジオパーソナリティとなり、

テレビタレントとなる

○趣味は、ゴルフ、釣り、登山、バンドなど

〇あそびば株式会社 代表取締役

この度、「立志式」を迎えた 14歳のあなた、保護者の皆様、誠におめてとうございます !心からお慶び申し上げます。

私が 14歳の頃の話を少々いたします。

今でこそ人前に出て、何やらもつともらしいことを話したりするような仕事をしていますが、私が 14歳の頃は、す

べてが「よだきい(めんどくさい)」と思つている少年でした(笑 )。 学校の勉強も野球部の部活もすべてが、よだきい !「人

生史上、最もやる気のない皓黒時代」でした。今振り返ると、私なりの思春期だったのかなあと思い志す。そんなやる

気の無さは実に大学まで続きます。長しヽ !長いぞ暗黒思春期 !話にならない怠惰な生活をずっと送りました。

しかし、14歳だった木村少年はこの辺りから何かが変わつて行くのです。大学を卒業する直前、母親が病気で他界

しました。卒業後、私はご縁あって宮崎の「広告代理店」で働き始めました。そこで 7年半、思いつきり営業の仕事
に情熱を燃やしました。なぜかまつたくよだきくない !先輩達と仕事を共にしお客様と協働し、営業成績を上げること

が面白かったんです。そして、30歳になり会社を辞めてバックパッカーになり約2年間で30ヶ 国を旅しました。帰国後、

ご縁あつてラジオパーソナリティになり、テレビタレントになりました。現在、担当している朝のラジオ番組は21年日、

一度も「よだきい」と思つたことがありません。あの 14歳の本村少年はこんな人生を 1ミ リも想像していませんでした !

S親が「命は必ず終わる、人生は短い、思いつきり生きろ」ときつと教えてくれたんですね。今は暇さえあれば金力で

遊ぼうとしています (笑 )。 私の今があるのも、沢山の方々のおかげです。本当にありがとうございます !

14歳のあなた、さあ、どんな人生になるでしょうかね !どんなあなたにでもなりますよ !なれますよ !

14歳のあなたが年を重ねた時に、ふと、自分の人生が幸せだなあと思つて欲しいです。そんな日が来
ることを心から願つています。 健康第一、感謝第一。 木村つづく
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凸<出演番組>
多′Oエフエム宮崎 JOY FM HYBRID MORNING
多′Omrt宮崎放送:つづくさんのどようだよ(∧
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